






この形状が何に帰属するのかを思いつくままι記すこ
とにするが、外反し、端部も円弧で表現される一対の

双脚部から連想したのは、玉杖の杖頭部を飾る翼状飾

りであった。それを組帯文の手法によって一枚の帯を

了度「水守IJのように重ね合わせることによって本来
立体的な杖頭部を、次に一対の双脚聞の上下に挟まれ

るように重なる円形の帯はおそらく、本来円筒状の軸

受部をそれぞれ表現し、被数の帯を総むことによって

完結されるものである。更に飛躍するが、玉杖を単純

に模倣しなかったかという疑問については、リアリテ

ィーの追求よりも権威をシンボライズする組帯文の手

法表現の方が平面的ではあるが、威儀具としての追加

価値が生まれたからではないかと想像する。

儀杖の命名の由来となった四条古墳出土木製品は古

墳周濠部から出土し、いわば木製埴輪として葬送儀礼

の際に使用されたと考えられている。今回、下長遺跡

で出土する儀杖を担形とするような実体を模倣して作

成されたもので時期が下るため、その時既に実体にも

組帯文などの加飾が消失していたのかもしれない。下
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との関係をそう捉えておきたい。

次に、今回の調査で舟-形木製品が3点、出ことした。こ

れまでの調査でも 3点、都合6点が出土したことにな

るが、そのうち I点が準構造船結合部に共伴する。全

長約26.0cm、全高4.3cmを測り、粗雑なっくりながらそ

れと判断できるものである。他の 5点のうち全若手を呈

するものは首尾同形状をしているのに対して、準構造

船結合部共伴品は、一端(船首)は尖り、他方(船尾)

は車線的に収めていて、まさに「舟形J形状の表現が
認められる例外品である。おそらく実存品をそチーフ

に舟形はつくられたのであろうから、多少のデフォ/レ

メを考慮しでも、船首、船尾に明確な形状差のあ

構造船が存在していたと考えてもおかしくない。現在

までのところ、二体成形船においてそのような構造は

考えられていないが、部片に共伴していたことから、

今回出土の準構造船が首尾形状が明瞭に異なる構造を

備えていたことも考えられ、今後の検証課題となろう。

準構造船部片の出土は、背後に湖上水運の舞台たる

琵替湖を控えた吉墳時代の水運、流通を証右する資料

であることはまちがいなく、下長遺跡出土の搬入土器

や初期須恵器なども琵琶湖を流通路として運びこまれ

たと理解ができる。

吉壌時代後期、水運拠点周辺の前方後円墳含む古墳

群成立の動機を琵琶湖各地の水運を掌握した有力豪族
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に求める考察がなされている。それは主要睦路に近在

する近江町息長古墳群、高月間了物部古墳群、高島町鴨

稲荷山古墳、淀川水系の喉元に位置している国分大探

古墳の成立について、主要i謹水路と湖上を結ぶプラッ

トホームたる水運拠点をテリトリー毎に豪族が確保し
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た点を挙げている。古来より要衝の地として位寵付け

られてきた近江にあって、未成熟な陸路に代わる海上

水運が果たした役割は絶大で、政治的分業体制を前提

とした流通のそノポライズによって生まれた優位性を

その要国として指摘しているのである。

それに遡る古墳時代前期にもそのシステムが着々と

整えられていて、水運を掌握していた豪族が存在した

こと、湖南地域における水運による物資の集積地のひ

とつが下長遺跡であったのではないかと考える。また、

そう考えると犠杖についても、この豪族、つまり下長

遺跡の集落に起居した首長のステイタスを誇示するア

イテムにほかならない。

調査成果の精査、点検作業がまだ十分整っていない

現地調査途上での報告であり、今後修正すべき点は

多々生じるものと予想するが、今回報告の 2点の出土

木製品によって古墳時代前期の拠点集落であった下長

遺跡の実態がよりピピットに浮かび、上がってきたもの

と考える。(岩崎茂)
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